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捕
逸
に
於
り
uo
交
描
政
策

研
究
の
羽
曳

自治l

干;.~~

111 

交
泊
政
策
の
利
感
的
制
坑
内
崎
附
及
松
皮

ι附
す
る
常
剛
山

大
川
凶
は

先
づ
筋
一

K
次
の
如
吉
川
凶
の
附
明
を
必
要
止
す

る
と
と
で
あ
る
。
帥
ち
そ
れ
は
恥
赴
に
於
て
期
惑
の
専
門
家
が

ど
の
組
成
ま
で
交
泊
事
引
の
研
究
を
捻
げ
た
か
と
一
E

ふ
と
と
で

あ
る
、
併
し
ι
な
が
ら
と
れ
は
械
に
僅
少
で
あ
る
と
容
へ
ざ
る
を

仰
な
い
。
交
油
政
策
ー
に
於
け
る
業
山
刊
を
例
へ
は
貨
幣
政
策
.

貨
幣
本
位
政
策
現
は
州
合
政
策
心
干
の
如
在
他

ω
政
策
の
制
械
に

於
け
る
業
献
花
比
較
し
、
又
は
交
地
政
策
に
於
て
取
岐
は
る
L

悌
一
一
十
九
聾

凹
三
九

節
三
脚

A. 1". Nappzin， Verkehrswlssensclmft IIIHI Verl、elll'spolilik.(Zeilsc:hr. f. 

Verkehrswissel'lscllaft. 7. Jahrg.. Ht. :1， 1929.)山一都知介
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雑

曲

栂
謹
に
於
け
る
尭
掴
政
策
問
究
由
現
泥

問
越
の
償
値
を
考
へ
て
見
て
も
誠
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
、

寅
際
に
於
て
若
し
交
通
技
術
の
科
事
か
ら
出
た
人
々
や
、
叉
は

交
通
管
理
及
交
通
経
替
白
科
事
か
ら
向
た
最
も
墜
埋
的
K
教
聾

さ
れ
た
賞
際
家
・
な
ど
の
協
同
剛
若
は
釘
立
の
業
日
制
が
な
か
っ
た
反

ら
ば
、
交
通
事
項
心
経
隣
接
的
取
扱
は
向
来
た
い
も
の
と
せ
ら

れ
た
か
も
知
れ
た
い
の
で
あ
っ

τ
理
論
的
岡
氏
粧
消
躍
の
交

組
問
申
的
顕
著
た
る
業
刊
制
は
刷
出

ι拘
b
t
刺
す
る
に
泊
菅
た
い
の
で

あ
る
。
之
に
区
し
交
越
田
骨
に
於
て
は
回
世
史
事
訳
が
強
多
の
研
究

業
総
を
越
し
た
占
謂
ふ
ζ

と
が
向
米
る
。
そ
の
最
も
重
嬰
在
る

業
績
止
し
て
激
へ
ち
る
べ
き
も
の
は
、

エ
ツ
ケ
ル
ト
及
ゴ
ツ
ト

ハ
イ
ン
の
ラ
イ
ン
航
行
論
(
前
者
は
一
九

O
O年
後
者
は
一
九

O
三
年
の
州
版
)
、

シ
ャ
ン
ツ
の
十
九
世
紀
マ
イ
ン
航
行
輸
ハ

八
九
問
年
間
版
)
等
が
あ
る
。
併
し
・
な
が
ら
隠
史
壊
派
は
大
腿

に
於
て
共
の
業
績
が
非
常
に
分
裂
し
た
た
め
に

そ
の
高
速
た

る
回
的
を
濯
す
る
己
と
が
出
来
十
.
従
て
幾
分
か
初
串
一
者
の
駆

侮
を
相
官
易
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
十
九
判
紀
の
隠
史
に

閥
す
る
研
究
の
大
裂
を
示
す
に
は
交
泊
阪
史
に
闘
す
る
大
な

る
研
究
正
岡
崎
す
る
も
の
・
と
し
て

二
一
の
園
川
経
情
感
者
に
あ

第
二
十
九
谷

四
回
Q

第

腕

一一

ら
ざ
る
人
々
の
著
書
を
構
げ
て
よ
か
ろ
う
と
憶
ム
。
即
ち
前
郵

便
抽
悶
監
ス
テ
フ
ハ
ン
氏
の
著
普
魯
凶
郵
便
史
(
一
八
五
八
年
向

版

)
E
一
九
二
八
年
に
局
長
ザ
ウ
タ

1
氏
が
一
八
六
八
年
ま
E

の
窃
宜
主
追
加
し
て
新
K
澗
逃
郵
便
史
の
第

e

部
と
し
て
出
版

し
た
も
の
ミ
如
き
は
そ
れ
で
あ
り
p
o

郵
便
も
河
川
航
路
も
、
四
四

過
の
河
川
航
路
中
の
最
も
重
型
た
る
部
分
で
あ
る
エ
ル
ベ
及
ウ

ェ
l
ゼ
ル
閑
‘
刊
に
就
て
は
幾
多
心
見
る
べ
き
愉
文
が
あ
る
が
如

く
・
執
れ
も
共
民
共
の
褒
建
に
閲
し
て
、
十
九
世
紅
白
初
莱
に

於
て
基
礎
的
著
書
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
七
十
年
代
に
於

け
る
岡
家
的
大
粧
品
同
主
た
る
ま
で
の
満
治
餓
道
史
の
著
作
の
如

曹
は
就
中
最
も
重
要
た
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
と
れ
に
闘
し

τは
側
・
4

多
数
の
帯
作
も
あ
る
が
、
執
れ
も
皆
千
篇
一
律
の
も

の
で
あ
っ
て

予
は
此
に
只
ク
ン
プ
マ
ン
の
一
八
三

O
年
よ
り

一
八
四
四
年
に
至
る
ラ
イ
ン
帥
尚
道
株
式
合
批
の
成
立
ご
丸

O
年
州
版
)
及
フ
ォ
ン
・
デ
ル
・
ラ
イ
ヱ

y
の
ピ
ス
マ
ル
ク
公
の

銭
道
政
策
(
一
九
一
四
年
出
版
)
だ
什
を
堪
げ
る
に
止
め
る
。
猫

逸
の
航
海
史
に
於
て
は
世
界
大
蹴
以
前
に
於
て
、
制
目
K
値
す

る
著
作
の
多
数
が
あ
っ
た
。
帥
ち
オ
ッ
ト

1
・
マ
千
1
の
一
八



一
四
年
か
ら
一
丸
一
四
年
に
至
る
ハ
ム
プ
ル
グ
般
舶
業
〈
一
九

ご
四
年
山
版
)
、

タ
ル
ト
・
ヒ
l
マ
ー
の
ハ
ム
プ
ル
グ

l
ア
メ

P

カ
紘
航
海
史
(
一
丸
二
二
年
及
一
九
二
七
年
山
版
〉
、
パ
ウ
ル
・

ノ
イ
パ
ウ
ル
の
一
八
五
七
年
よ
り
一
丸

O
七
年
に
至
る
北
測
地

ロ
イ
ド
曾
枇
〔
一
九

O
七
年
出
版
)
.
及
フ
ル
デ
ル
マ
ン
の
バ
リ

y
侍
(
一
九
二
二
年
出
版
〉
、
占
か
、

ス
ツ
プ
マ
ン
の
同
じ
〈
パ

H
Y
体
ハ
一
兆
二
六
年
山
版
〕
請
が
モ
れ
で
あ
る
。

更
に
交
通
政
策
的
制
域
に
就
て
、
大
撃
に
於
け
る
組
消
盤
数

授
の
業
績
E
貌
ふ
時
は
、
悶
民
組
消
政
筑
に
闘
す
る
刊
多
の
大

教
科
書
の
一
部
E
箆
す
所
の
交
旭
制
度
及
交
通
政
策
の
論
文

(
即
ち
フ
オ

y
・コ
l

y
、
コ
ン
ラ
ツ
ド
、

フ
ヒ
リ
ツ
ポ
ウ
ヰ
ツ

チ
、
ヮ
グ
ナ
1
等
の
著
作
)
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
園
川
内
経
済

的
著
作
に
於
て
は
車
に
交
通
制
度
及
交
通
政
策
の
二
大
著
あ
る

の
み
主
調
っ
て
差
支
な
い
。
印
ち
ザ
ツ
タ
ス
の
犬
作
『
図
民
経

済
及
岡
家
経
済
に
於
け
る
交
通
機
関
』
(
一
八
七
八

l
七
九
年
第

一
版
二
冊
も
の
及
一
九
一
八
|
二
二
年
第
二
版
三
冊
も
の
)
及

雑

錐

猫
逸
に
於
昨
る
宜
遇
政
策
肺
究
白
現
況

フハ

y
・J

ア
ル
・
ポ
ル
ヒ
ト
の
著
『
交
通
事
項
』
(
一
八
九
同
年
第

版

一
九
一
一
一
年
第
一
一
版
及
一
九
二
五
年
刻
一
て
版
)
の
一
一
大

著
作
で
あ
る
。
フ
ハ

y
・
デ
ル
・
ポ
ル
ヒ
ト
は
製
品
問
た
る
技
術
的

統
計
的
及
行
政
的
考
察

E
以
て
、
制
合
経
憐
的
問
題
を
討
究
し

た
に
約
し
、
ザ
ツ
ク
ス
の
著
作
は
文
慨
が
蜘
併
で
あ
る
上
に
第

二
版

ι主
っ
て
成
々
飴
り
K
冗
長
に
失

L
、
日
同
の
駐
歩
に
越

れ
て
そ
の
安
訪
問
外
に
闘
す
る
材
料
が
多
〈
は
山
び
た
も

ω
で
あ

り
加
之
多
〈
の
附
掴
忙
hr
て
伴
内
山
則
論
紅
白
山
ん
し
難
い
も
の
が

あ
る
陀
拘
ら
や

J

、
山
川
受
話
事

t
k於
て
楠
戚
と
さ
れ
て
尽
る
。

顧
ム
忙
と
れ
は
棚
刷
出
唱
人
が
変
地
単
一
上
に
が
、
て
は
僅
か
に
二
つ
の

著
作
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
た

L
宇
、
共
著
作
も
川
版
以

来
既
に
五
ヶ
年
も
経
過
し
て
居
る
占
詞
ふ
事
賞
か
ら
し
て
、
獅

逸
の
科
撃
的
研
究
上
交
通
壊
に
於
て
比
較
的
修
養
の
口
止
ら
ざ
る

E
と
を
反
殺
す
る
も
の
主
調
は
ね
ば
左
ら
ぬ
。
試
に
己
れ
を
交

遇
制
度
及
夜
通
政
策
に
闘
す
る
ア
メ
リ
カ
皐
凶
作
の
著
作
占
比
較

し
て
見
る
が
よ
い
。
該
閣
に
於
て
徒
近
出
版
さ
れ
た
交
同
事
項

に
闘
す
る
著
作
止
し
て
、
此
に
い
V

ヤ
ク
マ

y
(
一
九
二
六
年
出
版

『
交
通
経
細
間
接
』
)
、
ダ
ー
ザ
ツ
ト
(
一
九
二
入
年
出
版
『
内
因
逗

第
二
十
九
巻

第

腕

四
四



雑

猫
塩
に
除
け
る
克
羽
政
策
研
究
の
現
況

錐

輪
開
倫
』
)
及
。
ヨ
ン
ソ
ン
、

フユ

1
プ
ナ
、
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
(
一

九
二
八
年
出
版
三
氏
共
著
『
運
輸
原
論
』
〉
諸
氏
の
帯
作
を
捗
げ

る
だ
け
に
で
も
肌4

半
忙
過
、
ぐ
る
も
の
あ
ら
ん
。

更
に
進
ん
で
草
要
た
る
個
々
の
研
究
主
尋
ね
ん
に
、
差
町
り

岡
民
経
神
的
明
者
白
内
に
て
、
今
日
に
於
て
は
既
に
白
い
時
代
に

属
ず
る
人
々
、
殊
に
世
界
大
戦
前
に
科
型
的
交
泊
政
策
佐
多
大

た
る
貢
献
の
あ
っ
た
次
の
如
宮
人
々
を
場
げ
る
と
と
が
出
来

る
。
即
ち
ロ
ッ
ツ
(
寸
一
八

O
O年
よ
り
一
九

O
O年
に
至
る
揃

抱
交
通
震
建
民
間
四
分
版
一
九
三

O
年
出
版
)
、

シ
ユ

I
T
ツ

ヘ
ヤ
1
(
『
内
閥
航
行
税
問
題
F

二
九

O
一
出
版
)
、

テ
イ
ス
(
『
現

代
獅
逸
の
航
海
及
航
海
政
策
』
一
丸

O
七
年
出
版
)
守
ヰ

l
デ
ン

フ
ェ
ル
ト
(
西
北
蹴
削
の
祉
界
的
地
地
』
一
九

O
三
年
同
版
〉
及

ウ
ヰ
ル
ミ
ン
グ
ハ
ウ
ス
(
『
ラ
イ
ン
航
路
の
欣
況
と
制
制
』
一
九

一
三
年
出
版
)
等
で
あ
る
。
最
近
十
年
間
に
於
て
交
泊
政
策
に

闘
す
る
経
情
凪
ナ
者
の
専
門
的
著
述
は
僅
か
民
共
の
四
大
作
に
過

ぎ
た
い
。
帥
ち
エ
ル
』
ワ
キ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ツ
ケ
ラ
l
ト
の
『
渦

逸
錦
泊
白
地
欄
内
側
税
政
策
』
(
一
九
一
八
年
出
版
〉
、
ズ
フ
ヱ
ン
・

ヘ
ン
グ
l
の
『
困
際
航
海
の
危
機
』
(
一
九
二
八
年
出
版
)
、

フ

オ

第
二
十
九
谷

第

観

四
阿

判

ン
-
ヂ
ル
・
ラ
イ
エ
ン
白
『
一
九
一

O
年
よ
り
一
九
二

O
年
に
至

る
調
品
坦
の
鍛
道
』
(
と
れ
は
漏
出
商
政
府
の
交
通
省
か
ら
山
川
版
せ
る

も
の
で
あ
る
)
及
ナ
ッ
プ
・
チ
ン
の
『
一
九
一
一
一
一
年
よ
り
一
九
ニ

五
年
に
至
る
ラ
イ
ン
航
路
』
(
一
丸
二
五
年
出
版
)
し
と
そ
の
『
内
闘

航
路
と
鍛
道
』
(
一
九
二
八
年
出
版
)
主
で
あ
る
。

岡
氏
粧
油
開
閉
申
者
が
交
通
政
策
に
釘
し
比
較
的
容
興
す
る
事
が

鮮
た
か
っ
た
己
と
は
、
他
の
場
合
に
就
て
見
て
も
能
く
分
明

る
o
即
ち
先
づ
最
近
十
年
聞
に
於
け
る
岡
氏
経
消
息
-K
闘
す
る

大
雑
誌
を
調
べ
て
見
る
が
よ
い
。
交
通
政
策
に
闘
す
る
大
論
文

の
撒
は
髄
く
べ
き
槌
稀
少
で
あ
っ
て
、
儲
か
に
『
岡
際
経
桝
雑

誌
』
や
『
コ
ン
ラ
ッ
ド
図
民
経
済
及
統
計
年
鑑
』
中
の
記
録
又
は

雑
録
の
欄
内
に
小
記
事

E
発
見
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
叉
調

逸
第
一
流
の
縦
訓
間
接
合
で
あ
る
祉
骨
政
策
躍
舎
の
研
究
及
討
論

に
就
て
翻
て
も
、
亦
同
じ
〈
交
遇
政
策
に
闘
す
る
も
の
は
寡
タ

主
調
は
ざ
る
を
特
注
い
。
縦
令
刊
外
大
戦
以
後
に
撞
副
し
穴
交

週
間
趨
は
多
数
で
あ
る
に
不
拘
、
該
副
申
舎
は
交
泊
以
外
の
宜
際



問
題
は
好
ん
で
そ
れ
を
研
究
白
題
目
止
す
る
に
反
し
、
設
近
二

十
年
聞
に
於
て
は
交
通
事
項
の
如
吉
は
、
全
く
之
れ
を
閑
却
し

た
も
の
で
あ
る
。
克
も
他
の
問
越
の
研
究
の
序
に
時
々
交
通
事

項
に
燭
れ
た
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
。
然
る
に
二
十
世
紀
に
入

つ

τか
ら
設
酬
明
曾
は

一
方

ιは
河
川
航
路
(
該
曲
学
曾

ω報
文

第
百
品
甘
か
ら
第
百
二
巻
)
及
航
路
課
税
問
題
へ
該
皐
曾
の
報
文
第

百
十
五
番
及
焔
百
十
六
巻
)
に
就
亡
、
他
方
正
於
て
は
航
海
従

業
日
の
位
低
(
銭
串
留
の
報
文
第
百
三
容
第
百
同
容
及
第
百
十

三
巻
)
に
就

τ、
精
細
に
論
究
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
而

し
て
一
丸
二
七
年
白
秋
に
至
り
、
調
逸

ι於
け
る
第
二
流
の
新

進
岡
民
経
済
事
者
の
閥
申
曾
で
あ
る
『
フ

F
1
F
F
y
ヒ
-
H
ス
ト

串
曾
』
が
『
現
代
硝
逸
の
交
通
問
題
』
に
就
て
有
徒
主
る
討
踊
を

行
ふ
に
士
山
っ
た
と
と
は
定
忙
期
感
の
た
め
一
耐
耐
せ
ざ
る

E
得
攻

い
弐
第
で
あ
る
。

既
に
趨
ペ
た
如
く
、
凶
民
経
済
皐
者
は
交
通
事
項
の
研
究
に

力
主
用
ゆ
る
己
主
が
薄
弱
で
あ
っ
た
が
、
併
し
そ
れ
が
た
め
却

っ
て
他
の
方
町
か
ら
英
大
友
る
援
助
を
得
る
と
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
願
ふ
に
交
通
事
項
に
就
て
園
民
経
桝
串
者
が
か
く
冷

雑

猫
過
に
於
け
る
究
誼
政
策
研
究
の
現
況

錨

淡
で
あ
っ
た
と
・
と
は
、
交
通
技
術
家
及
交
通
底
際
家
が
必
死
D

以
出
力
主
議
し
て
居
る
が
た
め
、
猫
自
問
有
の
仕
事
・
と
し
て
幾
分

自
己
の
判
断
を
以
っ
て
意
見

E
設

表
す
る
ま
で
に
は
、
先
以
て
結
解
紛
糾
せ
る
材
料
E
仔
細
に
研

か
越
地
し
た
の
で
あ
っ
て
、

究
し
た
上
の
事
で
あ
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
交
通
制
度
及

交
通
政
策
に
附
し
て
、
就
中
錦
道
技
術
者
の
側
か
ら
二
人
の
名

を
増
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
太
ツ
ト

l
・
プ
ル
ム
及
カ
ー
ル
・
ピ

一フ
l
ト
の
二
人
で
あ
る
。
彼
等
は
多
く
の
箸
越
の
中
怯
近
(
一

九
一
一
八
年
)
『
漏
逸
航
空
事
業
の
死
活
問
題
』
な
る
猟
泊
の
航
空

政
策
に
闘
す
る
最
良
な
る
共
著
を
公
に
し
て
居
る
。
ピ
ラ

1
ト

の
業
績
と
し
て
は
主
主
し
て
交
通
事
項
に
闘
す
る
有
経
た
る
多

く
の
愉
文
が
あ
る
が
、
プ
ル
ム
に
五
つ
て
は
、
同
一
傾
向
を
有

す
る
多
く
の
小
品
の
外
に
、
幾
分
か
通
俗
に
し
て
而
も
皐
迎
的

に
も
極
め
て
興
味
あ
る
著
抽
『
世
外
の
交
通
と
持
技
術
』
ハ
ニ
柵

も
の
一
九
一
一
一
年
出
版
)
在
、
建
築
技
術
家
必
携
山
中
に
載
せ

で
あ
る
『
餓
道
交
通
』
な
る
寄
書
へ
一
九
二
五
年
川
版
〉
と
が
あ

る。

第
二
十
九
巻

五

四
四
一
ニ

第

量E



聖書

i!V< 

樹
抱
に
於
け
る
交
誼
政
策
研
究
目
現
斑

四

交
油
資
際
家
内
科
些
的
業
践
を
剃
ム
と
き
は
、
先
づ
何
土
り

も
錨
道
貨
際
-
一
北
の
方
凶
か
ら
向
た
庇
街
な
る
業
績
を
騒
げ
ね
ば

紅
ら
ぬ
。
鋪
道
闘
債
の
内
質
と
し
て
、
外
部
に
到
し
て
は
手
成

〈
附
し
て
自
己
は
孤
立
の
献
山
崎
に
あ
る
所
か
ら
し

τ、
技
術
的

終
消
的
及
法
律
的
の
担
合
酬
闘
で
あ
る
悦
殊
た
る
鰍
迫
感
た
る
も

の
が
褒
生
し
た
の
で
あ
る
o

期
壊
に
附
係
あ
る
科
阜
の
局
外
者

に
し
て
斯
惑
の
純
闘
に
就
て
諒
解

ω
あ
る
も
の
は
定
に
鮮
な

い
。
猫
逸
に
於
て
鍋
道
の
経
済
及
法
律
民
間
ず
る
科
皐
的
の
謀

総
を
登
表
し
て
居
る
最
も
著
名
た
る
一
刊
行
物
は
鍋
道
事
報
で

あ
る
。
該
誌
は
最
早
や
五
十
ヶ
年
〈
↑
八
七
八
年
か
ら
)
以
前
よ

り
フ
才

y
・J
T

ル
・
ラ
イ
エ
ン
氏
。
出
版
に
係
る
も
の
で
あ
る

が
、
最
近
に
至
つ
て
は
闘
倍
鍋
遣
が
自
ら
交
通
皐
的
書
籍
の
出

版
者
・
と
な
り
、
調
遁
図
替
鍛
道
内
に
在
る
有
限
責
任
4

洋
品
岨
曲
学
用

器
品
開
枇
怠
る
特
別
機
関
を
利
則
し
て
努
力
し
て
居
る
と
と
は
推

初
に
他
す
る
。
と
の
積
の
出
版
物
は
姉
、
論
先
づ
闘
替
拙
尚
道
の
役

人
及
使
用
人
の
需
要
に
腹
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
に
は

第
二
十
九
巻

第一一一概

プミ

四
四
回

科
串
的
の
慣
倣
あ
る
も
の
も
鮮
く
は
な
い
。
餓
道
惑
の
領
域
に

於
け
る
個
々
の
人
々
の
業
践
に
閲
し
て
は
、
そ
の
欄
係
閣
宇
者
白

範
囲
が
餓
り
に
庚
き
と
、
そ
の
稿
鋭
す
ベ
曹
人
々
を
趨
首
に
限

定
す
る
と
と
が
困
難
で
あ
る
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
々
的
名
主

識
ぐ
る
と
と
を
み
↑
然
省
略
し
た
山
で
み
る
が
、
『
帆
制
強
交
通
年

鋭
』
ハ
一
九
一
二
年
H
A

一
丸
二
二
年
の
分
の
み
で
そ
の
後
駿
刈
し

た
)
と
か
、
現
代
濁
渇
銭
道
に
就
て
『
闘
響
帥
岡
山
地

K
一
九
二

O
年

出
版
)
『
調
逸
凶
盤
銭
道
曾
枇
』
(
キ
ツ
テ
ル
と
北
ハ
著
に
し
て
一
丸

二
七
年
第
二
版
刈
行
)
及
『
報
通
の
交
通
宜
侮
』
(
一
九
二
七
年
間

版
)
等
の
著
者
で
あ
る
ザ
ル
タ
ー
の
名
だ
け
は
事
付
宇
に
措
く

と
と
は
出
来
た
い
と
共
に
、
術
講
演
等
に
於
て
知
ら
れ
て
居

る
、
岡
管
錨
堪
の
最
高
指
導
者
で
め
り
交
通
躍
の
功
勢
者
た
る

抽
悶
裁
ド
ク
ト
ル
・
ド
ル
プ
ミ
ユ
一
フ
l
及
局
長
フ
オ
l
グ
ト
の
名

は
と
れ
を
逸
し
て
は
な
ら
由
。

園
町
営
餓
謎
に
於
け
る
が
如
く
、
閲
替
郵
便
も
亦
太
し
く
世
間

離
れ
が
し
て
、
恰
も
集
約
に
耕
作
し
た
孤
立
の
植
物
闘
の
如
き

車
調
的
の
も
の
止
在
っ
た
。
と
れ
に
は
鋭
誼
事
報
企
並
行
し
て

後
刊
が
古
い
だ
け
幾
分
か
隼
草
さ
れ
て
居
る
郵
便
電
信
事
報



(
一
八
七
二
年
以
降
制
刈
)
が
あ
る
。
郵
便
事
務
の
主
任
者
の
多

敢
に
依
っ
て
州
版
さ
れ
て
居
る
『
串
現
在
宮
川
レ
を
筑
伽
せ
る

郵
便
及
電
信
』
は
、
岡
盟
国
餓
泊
内
に
あ
る
交
辿
県
川
端
曾
枇
の

刈
行
物
の
如
〈
に
、
そ
の
所
周
従
業
者
の
研
究
的
修
義
的
業
級

。
間
隙
'
と
在
る
も
の
で
あ
る
。

悶
替
倒
泊
及
凶
偉
郵
便
白
川
四
域
に
於
け
る
交
通
事
的
業
績
に

校
ペ
て
見
る
に
、
問
調
白
山
交
油
業
者
叫
怖
に
航
海
及
川
川
航
路

業
者
の
業
印
刷
は
温
に
と
れ
に
及
ば
た
い
。
此
等
の
人
々
の
数
設

か
ら

L
て
大
間
説
明
を
嬰
す
る
ま
で
の
と
主
は
な
い
。
例

L
K

が
ら
沢
持
場
者
等
の
著
作
し
た
文
献
に
し
て
此
に
村
民
現
代
に

抗
日
す
べ
き
も
の
が
た
い
で
は
た
い
。
就
巾
航
船
業
者
の

E
蜘

の
代
表
的
部
川
崎
及
論
文
(
ク
ノ

1
・
ス
チ
ン
ミ
ン
グ
共
仙
の
航
海

に
が
、
け
る
、
オ
ッ
ト
l
・
ヘ
ヒ

1
共
他
の
訓
州
航
路
に
於
る
)
が

叉
交
泊
分
科
に
於
て
伯
み
H
M
る
ベ
曹
著
作
在
し
て
捗
〈

ェ
l
H
ヒ
・
ム
ル
ケ
ン
の
「
大
凶
作
横
断
航
梅
業

あ
り
、

べ
き
も
の
に
、

者
大
聯
盟
、
プ
l
ル
業
者
及
利
説
組
合
』
が
あ
り
、
ワ
ル
タ
I
・

シ
ユ
ミ
ツ
ツ
及
ジ
1
グ
の
共
著

m版
忙
係
る
『
五
十
年
同
の
ラ

イ
ン
交
通
政
策
』
な
る
集
成
本
が
あ
る
。

雑

銀

投
設
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

終
り
に
交
通
行
政
の
純
聞
か

ι山
て
居
る
業
績
を
見
溶
し
て

は
な
ら
た
い
。
ク
ル
ト
・
ギ
1
ゼ
の
著
作
に
係
る
『
海
持
問
税
』

(
-
丸
一
九
年
)
及
「
岡
管
剣
道
政
策
の
主
要
川
姐
』
(
一
九
二
八

年
山
版
〉
等
は
就
中
特
殊
の
も
の
で
あ
る
。


